
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）」事業取組表 

 

資料２ 



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

成果指標名等を記載しています。
（指標を設定していない場合は、記載して

いません）
単位 基準値

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

上記事業の目標及び取組内容について記載しています。

目標達成に
あたる課題

上記目標を達成に向けての課題等を記載しています。（課題がない場合は記載していませ
ん）

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 上記事業の概要を記載しています。

令和 2 年度

主要施策 計画P39からP42の該当する主要施策を記載しています。

具体的施策 計画P39からP42の取組内容を記載しています。

事業名称 取組内容を推進する事業名等を記載しています。

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表（記載内容等）

所管課 事業等を所管する課名を記載しています。

基本目標 計画P38の基本目標を記載しています。



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

待機児童数　0 人 0
0 0 0 0 0

取
組
内
容

目標及び
取組内容

年度途中の保育ニーズに応えられるよう公私立保育園共に保育士確保に努め、待機児童数
０を目指す。

目標達成に
あたる課題

保育士を確保するため勤務条件等の見直しを行う必要がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
量の見込みに対して、現在の教育・保育施設での受け入れが可能であるため、需要に応じ
た利用定員を設定することで対応します。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策

保育ニーズに即した幼児教育・保育サービスを提供するため、教育・保育施設及び地域子
ども・子育て支援事業の量の確保、施設の充実を図ります。また、幼稚園教諭や保育士な
どの人材を確保するとともに、主体的な研修参加を促進し、幼児教育・保育の質の向上と
内容の充実を図ります。

事業名称 量の見込み及び確保方策

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

研修会参加者数（延べ） 人
200 500 500 500500

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

研修会の開催回数 回
1 3 3 3 3

取
組
内
容

目標及び
取組内容

保育園・幼稚園等職員の教育・保育の充実に向けて、専門的な研修を行い、知識を高める
と共に就学前教育の向上を図る。

目標達成に
あたる課題

保育士不足の改善に向け、魅力ある職場作りを職員が一丸となって取り組んでいけるよう
な研修内容を検討する。また、職員の負担軽減のため回数を減らす。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
スクラム会議委員で研修内容を検討し、山鹿市内保育園等職員研修会を開催し、職員全体
の資質向上を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
幼稚園・保育園・子育て支援関連施設によるネットワーク会議を継続して開催するととも
に、研修体制の構築や小学校とのきめ細かな連携を図り、全ての子どもが共に成長できる
ように一人ひとりの発達に寄り添うインクルーシブ保育に取り組みます。

事業名称 教育・保育の質の向上

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

コーディネーター会議参加園数 園
19 20 21 2120

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

コーディネータ会議参加率 ％
95 95 95 95 95

取
組
内
容

目標及び
取組内容

山鹿市全体のインクルーシブ保育の実現に向けて、コーディネーター会議に全園が参加
し、要支援児への関わり方や支援の手立て工夫を学びあうことで、園内研修のマネジメン
トをするコーディネーターの養成を図る。

目標達成に
あたる課題

保育士不足から、なかなか園を空けにくいので全回の参加が難しい課題がある。
会議の回数、時間、内容等を検討する。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
公私立保育園・認定こども園・幼稚園インクルーシブ保育コーディネーター会議を開催。
特別支援員や療育相談員を交えて会議を行い、生活しやすい環境つくり、支援の在り方を
学びあい、全ての子どもが共に成長できるよう小・中学校と連携を図り繋いでいきます。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
幼稚園・保育園・子育て支援関連施設によるネットワーク会議を継続して開催するととも
に、研修体制の構築や小学校とのきめ細かな連携を図り、全ての子どもが共に成長できる
ように一人ひとりの発達に寄り添うインクルーシブ保育に取り組みます。

事業名称 インクルーシブ保育

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

子育て家庭への訪問率 ％
80 83 86 88 90

取
組
内
容

目標及び
取組内容

関係機関と連携した連絡会議を開催し、子育て親子の情報共有を図るとともに、子育て家
庭の訪問等を行い、育児不安の軽減や孤立化の解消に努める。

目標達成に
あたる課題

育児不安や悩みを抱えている世帯の洗い出しが困難である。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
乳幼児及び、その保護者が相互の交流を行う場の提供をし、子育てについての相談、情報
の提供、助言その他の援助を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
子育て支援の地域拠点として、地域子育て支援センター5か所において、乳幼児から若者
（概ね18歳）を対象に、関係機関と連携を図りながら、子育て支援に取り組みます。

事業名称 地域子育て支援拠点事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

講習・講座開催回数 回 19
19 19 19 19 19

取
組
内
容

目標及び
取組内容

乳幼児を育児中の保護者が、自信を持って子育てができるよう、子育て家庭のニーズに
合った講習・講座を開催する。

目標達成に
あたる課題

講座開催のためのファシリテーターの不足。
子育てに不安を持つ保護者に対し、ニーズに合った講習・講座の周知を確実に行い、参加
できるようにしていく必要がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
妊娠期から乳幼児期の親の子育て力を高め、保護者が自信をもって子育てができるよう講
習・講座を開催し、学びの充実を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
地域の身近なところで、子育て世代のための包括的な子育て支援の充実を図るために、妊
娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制の構築に努めます。

事業名称 子育て支援講習・講座の開催

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

周知のための第１子出産家庭訪問率 ％
100 100 100 100 100

取
組
内
容

目標及び
取組内容

子育て世代包括支援センターの周知及び関係機関との連携に努め、認知度を上げる。

目標達成に
あたる課題

子育て世代包括支援センターの事業内容の周知方法を検討する必要がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
妊娠期から子育て期における様々なニーズに対し、情報収集と提供を行い、必要に応じ相
談・助言等を行うとともに、関係機関との連絡調整を行うなど、母子保健と子育て支援の
両面から切れ目のない支援を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
地域の身近なところで、子育て世代のための包括的な子育て支援の充実を図るために、妊
娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制の構築に努めます。

事業名称 利用者支援事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

新制度のパンフレットを用いて保護者への丁寧な説明に心掛ける。
保育サービスを必要とする保護者の中でも、特に２歳児クラスまでの保護者の住民税課税
状況の把握に努め、無償化の適用漏れを防ぎながら、子育て世代の経済的な負担軽減を図
るとともに、認可外保育施設利用者等の新しい認定を適正に実施していく。

目標達成に
あたる課題

制度が複雑化しており、引き続き広く理解していただけるよう周知を図る必要がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
令和元年１０月施行の幼児教育・保育の無償化により、３歳児クラスから就学前まで及
び、住民税非課税世帯に係る２歳児クラスまでの保育料が無料となり、子育て世代の経済
的な負担軽減を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
幼児教育・保育の無償化の実施により、子ども達の生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼
児教育の機会を保障するとともに、子育て世代の経済的な負担軽減を図ります。

事業名称 幼児教育・保育の無償化

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

新制度のパンフレットを用いて保護者への丁寧な説明に心掛ける。
入所申込書の確認により適用漏れを防ぐ。

目標達成に
あたる課題

山鹿市外に転出している１８歳以下の子どもが入所申込書上記載されていない場合、多子
該当の適用が漏れる恐れがあることから、制度の周知・理解を求めていく。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要

１号認定（小学３年生から数えて第３子以降）と２号認定（特定教育・保育施設等を利用
する第３子以降）の多子に係る副食費を免除する。
また、県と市の独自事業として、１８歳以下から数えて第３子以降の２号認定に係る副食
費も免除します。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
特定教育・保育施設等を利用する2号認定で多子世帯第3子以降の子どもの副食費につい
て無償化を実施し、多子世帯の負担軽減を図ります。

事業名称 多子世帯への支援

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

延長保育利用者数（延べ） 人 11,000
11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

取
組
内
容

目標及び
取組内容

多様化する保護者の保育ニーズに対応していく。

目標達成に
あたる課題

利用件数が増えれば、対応する保育士も必要になってくる。限られた人員の中での勤務調
整が施設運営上の課題となる。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
保護者の就労、勤務時間等のやむを得ない理由で保育時間の延長が必要な在園児に対し、
通常の保育時間を超えて保育を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
保護者の多様化する就労形態や育児疲れによる保護者の負担軽減など、多様な保育ニーズ
に対応するため、通常の教育や保育、延長保育事業、病後児保育事業、一時保育事業、預
かり保育などのきめ細かな保育サービスの充実や量・質の確保を図ります。

事業名称 延長保育事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

利用申請に対する受け入れ率 ％
90 90 90 90 90

取
組
内
容

目標及び
取組内容

病後児保育事業実施施設２か所の情報共有・連携を行い、支援体制の充実を図る。
当日キャンセルされるケースを減らすことにより、受け入れ率の向上を図る。

目標達成に
あたる課題

施設の部屋数等により、受け入れ可能な人数が限られているため、流行疾病の増加等によ
り受け入れを断る場合がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
病気や病気回復期にある児童を一時的に預かることにより、保護者の子育てと就労の両立
支援を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
保護者の多様化する就労形態や育児疲れによる保護者の負担軽減など、多様な保育ニーズ
に対応するため、通常の教育や保育、延長保育事業、病後児保育事業、一時保育事業、預
かり保育などのきめ細かな保育サービスの充実や量・質の確保を図ります。

事業名称 病後児保育事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

一時保育事業利用者数（延べ） 人 500
500 500 500 500500

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

預かり保育利用者数（延べ） 人 600
600 600 600 600 600

取
組
内
容

目標及び
取組内容

多様化する保護者の保育ニーズに対応していく。

目標達成に
あたる課題

利用件数が増えれば、対応する保育士も必要になってくる。限られた人員の中での勤務調
整が施設運営上の課題となる。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
一時預かり事業：幼稚園や認定こども園の教育時間終了後に、在園児を預かります。
一時保育事業：保育園や幼稚園などに入園していない乳幼児で、保護者の病気、入院、災
　　　　　　　害、事故等の理由により、保育園等で緊急・一時的に預かる保育です。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
保護者の多様化する就労形態や育児疲れによる保護者の負担軽減など、多様な保育ニーズ
に対応するため、通常の教育や保育、延長保育事業、病後児保育事業、一時保育事業、預
かり保育などのきめ細かな保育サービスの充実や量・質の確保を図ります。

事業名称 一時預かり事業・一時保育事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

依頼会員数 人 245
240 250 260 270 280

取
組
内
容

目標及び
取組内容

国の動向を踏まえ、利用料金の補助等を含めた制度の見直を行う。
周知方法の見直すことで、依頼会員数を増やし、利用件数の増加に繋げる。

目標達成に
あたる課題

周知方法を見直す必要がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
児童の預かり等の支援を受けることを希望する者と援助を行うことを希望する者との相互
援助活動に関する連絡、調整を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
仕事と育児の両立等、安心と温もりある子育て支援として、ファミリー・サポート・セン
ター事業やみんなの居場所づくり事業に取り組みます。また、事業内容の周知や会員登録
の推進を図るとともに、利用しやすいサービスの構築を図ります。

事業名称 子育て援助活動支援事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

40 40 4040

市主催研修会受講者数（延べ） 人
250 250 250 250250

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

放課後児童支援員認定資格新規取得者数 人
5 5 5 5 5

取
組
内
容

目標及び
取組内容

認定資格取得及び研修の実施により、支援員のスキルアップに努める。
・放課後児童支援員認定資格新規取得者５名
・市主催研修会受講者（５回）延べ２５０名
・県資質向上研修受講者（２回）延べ４０名

目標達成に
あたる課題

放課後児童支援員を充分に確保できない放課後児童クラブがある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

県資質向上研修受講者数（延べ） 人
40

事業概要
就労等により保護者が昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、放課後等に適
切な遊び及び生活の場を与え、その健全な育成を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
山鹿市放課後児童クラブガイドラインに基づき、受け入れ体制の充実と質の向上を図りま
す。また、障がい児受け入れや、支援を要する児童へよりよい対応を行うため、職員の専
門性の向上を目的とした研修を実施します。

事業名称 放課後児童健全育成事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

実施施設（委託先施設）と情報共有等の連携を図り、支援体制の強化を図る。

目標達成に
あたる課題

本事業の利用については、夜間等、突発的に必要になる場合があるため、連絡体制の構築
が必要である。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
保護者の疾病や育児疲れ等の理由で児童の養育が困難になった場合に一時的に児童養護施
設等適切に保護することができる施設で児童の保護等を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
ショートステイ・トワイライトステイ事業は、子育て支援の一環として緊急時の対応も含
めて事業を継続していくとともに、制度周知を図ります。

事業名称 短期入所生活援助（ショートステイ）事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

実施施設（委託先施設）と情報共有等の連携を図り、支援体制の強化を図る。

目標達成に
あたる課題

本事業の利用については、突発的に必要になる場合があるため、連絡体制の構築が必要で
ある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
保護者が仕事等により平日の夜間又は土日等に不在となり、家庭において児童を養育する
ことが困難となった場合、生活指導、食事の提供を行います。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
ショートステイ・トワイライトステイ事業は、子育て支援の一環として緊急時の対応も含
めて事業を継続していくとともに、制度周知を図ります。

事業名称 夜間養護等（トワイライトステイ）事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

小・中・高生の居場所づくりとして、ニーズに合った開所体制の検討を行う。また、遊び
を通して子ども自身の育つ力を援助し、健やかで心豊かな成長を促進する。

目標達成に
あたる課題

児童厚生員の資質の向上及び人材の確保。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 各児童館での子どもの見守りの提供と健全育成を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _１．地域における子育て家庭への支援の充実

具体的施策
児童館は、18歳未満の全ての子どもを対象とし、遊び及び生活の援助と地域における子
育て支援を行い、子どもを心身ともに健やかに育成します。

事業名称 児童館運営事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策
結婚、妊娠、出産、子育てのそれぞれのステージに応じて、相談・支援事業の周知徹底を
図るとともに、悩みや不安に応えられる公的な支援の充実を図ります。

事業名称 母子保健推進活動

事業概要
母子保健に関する知識と熱意を持つ住民に対し、委嘱状を交付し、行政と住民とのパイプ
役として訪問活動等を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

妊・産婦や赤ちゃんのいる家庭に対して電話連絡や訪問活動を行うことで、行政と地域と
のパイプ役となる。

目標達成に
あたる課題

後継者が不足している。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

母子保健推進員活動件数 件 345
400 400 400 400 400

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 地域生活課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策
結婚、妊娠、出産、子育てのそれぞれのステージに応じて、相談・支援事業の周知徹底を
図るとともに、悩みや不安に応えられる公的な支援の充実を図ります。

事業名称 やまが肝いりどん事業

事業概要

市内に在住する結婚支援に熱意のある人の中から、出会いを取り持つお世話役として「肝
いりどん」（２０名以内）を委嘱し、情報収集や出会いの場を提供するなど、独身者の結
婚相談、支援活動を展開する。また、定期的に連絡会議を開催し、肝いりどん相互の連携
強化と情報の共有化を図ります。
登録者以外も参加可能な婚活セミナーやイベントを行うことで、更なる成婚の増加につな
げます。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

新規登録者の増加を図るため、県内に本事業の周知を図り、さらなる出会いの場（年間お
見合い回数50回以上）の提供に繋げる。

目標達成に
あたる課題

事業登録者を一定数確保するため、肝いりどん事業の認知度を、本市以外の地域にも広め
る必要がある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

お見合い回数 回 59
60 60 60 60 60

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策
快適で安全な妊娠出産のための妊娠期・育児期の対処方法の検討など、若年の妊婦・母親
や育児不安の強い母親への支援の充実を図ります。

事業名称 養育支援訪問事業

事業概要
子育てに対して不安や孤立感を抱える家庭や、様々な原因で養育に支援が必要な家庭に対
して、保健師等が訪問し、養育に関する具体的な指導・助言を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

支援が必要な家族が安心して生活できるよう関係機関との連携を密に行う。また、訪問等
により、関係づくりや状況確認を行い、適切な養育がなされるよう支援する。

目標達成に
あたる課題

電話連絡がつかなかったり、訪問しても不在で現状確認が困難なケースがある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

指導・助言件数 人 77
80 80 80 80 80

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 不妊治療、妊娠期での知識等の情報発信の充実や経済的負担の軽減を図ります。

事業名称 妊婦健康診査等費用助成

事業概要
妊婦が健康に妊娠期を過ごし、安全な出産ができるよう、また、出生した子供が健康に育
つよう支援するため、母子保健法第１３条の規定に基づき、妊婦健康診査等に要する費用
を助成を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

妊娠の早期届け出により、適切な時期に妊婦健診を受診し、安心・安全な出産ができる。
また、費用負担を軽減する。

目標達成に
あたる課題

妊娠の届け出が遅延し、適切な時期に妊婦健診が受けられない妊婦がいる。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

助成件数 人 530
550 545 540 535 530

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 不妊治療、妊娠期での知識等の情報発信の充実や経済的負担の軽減を図ります。

事業名称 不妊治療費助成事業

事業概要
不妊治療を受ける夫婦の経済的な負担軽減を図るため、一般不妊治療（人工授精）及び特
定不妊治療（体外受精・顕微授精）に係る治療費用の一部の助成を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

妊娠・出産を希望する夫婦の増加、妊娠届出数の増加。

目標達成に
あたる課題

不妊治療を考えている夫婦への助成制度の周知方法。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

一般不妊治療の治療者数 人 15
15 15 18 18 20

特定不妊治療の治療者数 人 25
25 25 28 3028

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 母子保健の理念の普及や啓発、訪問や相談の一層の充実を図ります。

事業名称 母子健康手帳交付

事業概要
妊娠届に対して母子保健法第１６条に基づき、母子健康手帳を交付する。交付に伴い、保
健指導・栄養指導を行い、母親自身が自分で健康管理ができるよう支援を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

妊娠初期の母子手帳交付を実施し、母親自身の健康管理につなげる。

目標達成に
あたる課題

妊娠の届け出の遅延や届け出ない妊婦がいる。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

妊娠週数１１週以内の届出割合 ％ 94
95 95 95 95 95

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 母子保健の理念の普及や啓発、訪問や相談の一層の充実を図ります。

事業名称 妊娠訪問指導等

事業概要
妊婦が妊娠・出産についての正しい知識を持ち、自分の健康管理が行え、妊娠高血圧症候
群・妊娠糖尿病等の予防や出産に関わる異常の発生を現象させるため、妊娠５か月目ご
ろ、保健師・栄養士が訪問指導を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

母子健康手帳交付時に妊娠・出産のリスクを本人と確認し、優先順位が高い妊婦には保健
指導の必要性を伝え、対象者に合わせて電話や訪問等のフォローを実施する。

目標達成に
あたる課題

母親の就労状況が多様化し、訪問だけにとどまらないフォロー体制が必要である。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

妊婦相談 件 413
410 405 400 395 390

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 母子保健の理念の普及や啓発、訪問や相談の一層の充実を図ります。

事業名称 乳児・産婦訪問指導（こんにちは赤ちゃん事業）

事業概要

母親が産褥期を健康に過ごすことができるよう、訪問にて日常生活の指導を行う。また、
母親が育児する力を身につけられるよう、子供の正常な発達と関わり方について指導・助
言を行う。未熟児などについては、母子保健法第１９条に基づき、医療機関との連携を密
に行い、継続して支援を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

産後２か月までの乳児・産婦訪問を実施する。

目標達成に
あたる課題

連絡がつかない産婦がいる。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

乳児家庭全戸訪問 人 328
350 345 340 335 330

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 発達段階に合わせた健康診査等を通して小児期の健康管理を推進します。

事業名称 乳幼児健康診査

事業概要
子どもが乳幼児期を健康に過ごすことができるよう、異常を早期発見し、早期受診につな
げる。また、将来にわたる生活習慣の基礎作りができるよう、保護者が子供の成長・発達
や生活リズムなどを整えることの大切さを理解できるよう支援します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

各時期に必要な情報が伝わるよう、各種乳幼児健診受診率100％を目指す。

目標達成に
あたる課題

受診率向上のための統一した体制整備や関係課との連携体制。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

受診率 ％ 99
100 100 100 100 100

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 発達段階に合わせた健康診査等を通して小児期の健康管理を推進します。

事業名称 相談事業（発達相談）

事業概要
乳幼児健康診査などの結果から、発達面について経過観察が必要と判断された子供や育児
不安を持つ保護者などに対し、医師または心理士による相談を実施します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

発達面に課題のあるケースについて、専門スタッフによる相談につなぐことで、保護者が
児の特徴や課題を理解し、安心して育児ができるよう支援する。また、必要時には、療育
や医療機関につなぐことで、児の成長発達を促す。

目標達成に
あたる課題

相談希望者が多く予約待ちの状況であった。相談を希望される時に受けられるように、相
談枠の確保を行うことや、その為の専門職の確保が難しい。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

相談件数 件 67
70 70 70 70 70

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 病気の早期発見等のため、定期健診の継続的な取組を進めます。

事業名称 乳幼児健診における歯科指導

事業概要 歯科衛生士会による集団及び個別歯科指導を実施します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

乳幼児健診時、歯科衛生士会による集団及び個別歯科指導を実施する。

目標達成に
あたる課題

１人当たりの虫歯保有数が増加傾向にある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

むし歯保有率（3歳児健診）20％以下 ％ 20
20以下 20以下 20以下 20以下 20以下

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 病気の早期発見等のため、定期健診の継続的な取組を進めます。

事業名称 よい体の教室

事業概要
保育園・幼稚園在籍児とその保護者及び子育て支援センター利用者を対象とした歯科衛生
士による歯科指導・ブラッシング指導、保健師による保健指導、栄養士による栄養指導を
行う歯科健康教育を実施します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

保育園・幼稚園児とその保護者及び子育て支援センター利用者を対象とした歯科衛生士に
よる歯科指導・ブラッシング指導、保健師による保健指導、栄養士による栄養指導を行う
歯科健康教育を実施する。

目標達成に
あたる課題

４、５歳児における虫歯保有率が増加傾向にある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

１人あたり虫歯本数（１２歳）0.2本以下 本 1.07
0.2以下 0.2以下 0.2以下 0.2以下 0.2以下

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 病気の早期発見等のため、定期健診の継続的な取組を進めます。

事業名称 フッ化物洗口事業

事業概要
保育園・幼稚園における、歯質を強化する効果のあるフッ化物洗口の継続支援を行いま
す。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

保育園・幼稚園において、歯質を強化する効果のあるフッ化物洗口の継続支援を行う。

目標達成に
あたる課題

保護者への啓発が不十分。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

１人あたり虫歯本数（１２歳）0.2本以下 本 1.07
0.2以下 0.2以下 0.2以下 0.2以下 0.2以下

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 栄養指導や離乳食教室を実施し、食物アレルギー対策等も含む食育を推進します。

事業名称 乳幼児健診（3・4か月、7・8か月健診）及びすくすく学級（10か月）における栄養指導

事業概要
食生活と発育との関連の学習や将来の生活習慣の基礎づくりを目標とした指導を行いま
す。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

離乳食の試食や食事の見本展示等を行い、発達段階に見合った適切な食事の仕方や量・内
容を具体的に理解させるとともに、正常な体格の伸びと連動して保護者自身が評価できる
よう支援を行うことで、保護者が発達段階に見合った体格の伸びを理解し成長ができ、将
来の生活習慣の基礎作りができる。

目標達成に
あたる課題

学童期の肥満傾向が全国・県と比較して山鹿市が高い傾向にある。
乳幼児期は保護者の生活習慣の影響が大きいため、保護者自身が生活習慣の見直しができ
るようにすることで肥満予防を図る。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

3歳児健診における肥満児の割合５％以下 ％ 5
5 5 5 5 5

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

離乳食教室の開催 回 12
12 12 12 12 12

取
組
内
容

目標及び
取組内容

乳幼児を育児中の保護者が発育段階に応じた適切な離乳食の形態や量、内容とその作り方
を具体的に理解することができるよう、作る・量る等の調理実習と試食により具体的に学
習する場とする。

目標達成に
あたる課題

健康増進課における乳幼児健診時の周知、子育て支援センターでの申し込み受付、教室後
の子育て支援センター利用時の様子確認や乳幼児健診受診時の経過確認等のフォロー等、
離乳食進行に不安を持つ保護者が確実に教室に参加し、参加後の経過確認を行うことがで
きる体制整備を子ども課と健康増進課とで連携し継続していく必要がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
保護者が離乳食の意義や方法を学習し理解することで、内容・形態・量等が適切な離乳食
づくりを不安感なく家庭で実践できるようになることを目指します。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 栄養指導や離乳食教室を実施し、食物アレルギー対策等も含む食育を推進します。

事業名称 離乳食教室

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

食育教室等の開催 回
12 12 12 1212

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

職員研修の開催 回
2 2 2 2 2

取
組
内
容

目標及び
取組内容

保育園・幼稚園等における乳幼児の発育及び発達過程に応じた食育活動や自園調理による
安全・安心な給食の提供、子育て支援センターの食育教室等を通じて、子どもや保護者へ
食の大切さを伝えていく。

目標達成に
あたる課題

食物アレルギー等含む、職員の研修等を行い質の向上に努める。
乳幼児期の健全な食生活の確立が健全な心身を培う基礎となることを理解し、食への関心
を持ってもらえるよう保護者への啓発が必要である。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要

就学前の子どもが、発育・発達段階に応じて健全な食生活を実践し、健康な生活を基本と
して望ましい食習慣を定着させるとともに、豊かな食体験を積み重ねていくことができる
よう、保育所、幼稚園及び認定こども園等において、家庭や地域、関係機関と連携しつ
つ、様々な食育を推進します。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 栄養指導や離乳食教室を実施し、食物アレルギー対策等も含む食育を推進します。

事業名称 食育の推進

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

市民医療センター小児科従事者数 人 0
1 1 2 2 2

取
組
内
容

目標及び
取組内容

常勤小児科医師の確保に努める。
事業管理者、院長の定期的な大学医局訪問による派遣の依頼を行う。
将来的に市民医療センター従事してもらうための山鹿市医師修学資金貸与を実施する。
ホームページ等による市民医療センター小児科時間外診療についての周知を実施する。

目標達成に
あたる課題

全国的に小児科医が不足している。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 医師研修及び適正受診への住民啓発を行います。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 救急・夜間小児医療に対応できる体制の構築に努めます。

事業名称 小児医療の充実

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 山鹿市民医療センター

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

市民医療センター小児科従事者数 人 0
1 1 2 2 2

取
組
内
容

目標及び
取組内容

常勤小児科医師の確保に努める。
事業管理者、院長の定期的な大学医局訪問による派遣の依頼を行う。
将来的に市民医療センター従事してもらうための山鹿市医師修学資金貸与を実施する。
ホームページ等による市民医療センター小児科時間外診療についての周知を実施する。

目標達成に
あたる課題

全国的に小児科医が不足している。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 小児科常勤医の確保に努め、安心できる医療提供を行います。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 救急・夜間小児医療に対応できる体制の構築に努めます。

事業名称 小児医療・時間外小児医療の充実

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 山鹿市民医療センター

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

小児医療体制の満足度 ％ 36.7
37 38 39 40 41

取
組
内
容

目標及び
取組内容

地域（鹿本医師会）の小児科医師、内科医師等を対象として、小児救急医療等に関する研
修を実施することにより、地域小児救急医療の質の向上を図る。

目標達成に
あたる課題

全国的な医師不足により、新規小児科医の確保に苦慮している。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 医師研修及び適正受診への住民啓発による小児医療の充実を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 救急・夜間小児医療に対応できる体制の構築に努めます。

事業名称 小児救急地域医師研修事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

小児医療体制の満足度 ％ 36.7
37 38 39 40 41

取
組
内
容

目標及び
取組内容

休日における初期救急患者の診療体制を確保するため、在宅当番医による輪番制当番診療
を行う。

目標達成に
あたる課題

休日における診療体制を保持するための医療従事者確保に苦慮している。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 休日、救急医療体制整備及び情報提供による小児医療・小児休日診療の充実を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 救急・夜間小児医療に対応できる体制の構築に努めます。

事業名称 在宅当番・救急医療情報提供実施事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

小児医療体制の満足度 ％ 36.7
37 38 39 40 41

取
組
内
容

目標及び
取組内容

休日・夜間における重症救急患者の診療体制を確保するため、鹿本地域二次救急医療圏の
本事業実施病院による輪番制当番診療を行う。

目標達成に
あたる課題

休日及び夜間における診療体制を保持するための医療従事者確保に苦慮している。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
夜間、救急医療体制整備及び情報提供による小児医療・小児夜間、救急診療の充実を図り
ます。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 救急・夜間小児医療に対応できる体制の構築に努めます。

事業名称 病院群輪番制病院運営事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

医師の新規就労者 人 0
0 0 2 0 0

取
組
内
容

目標及び
取組内容

将来山鹿市民医療センターの職員として医師の業務に従事しようとするものに対し、その
修学に必要な資金を貸与することにより、医療センターにおいて必要な医師を確保する。

目標達成に
あたる課題

本事業の申請者がいない。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
市民医療センター医師（小児科含む）を確立するため、その就学に必要な資金を貸与しま
す。

令和 2 年度

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 救急・夜間小児医療に対応できる体制の構築に努めます。

事業名称 医師修学資金貸与事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 健康増進課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

具体的施策
保護者の子育てに係る経済的負担の軽減に寄与するため、子ども医療費の18歳までの無
料化等の各種経済的支援を継続的に推進します。

事業名称 子ども医療費助成制度の充実

事業概要
18歳以下の子どもに係る県内医療機関等での外来受診窓口払い無しと入院並びに県外医
療機関等の外来受診の払い戻しを実施します。

令和 2 年度

取
組
内
容

目標及び
取組内容

児童の重篤化防止及び子育て世帯の経済的負担軽減を図る。

目標達成に
あたる課題

R１
基準値

R2
(2020)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R3
(2021)

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 心身のバランスのとれた成長を促すための保健教育を推進します。

事業名称 性や性感染症予防に関する正しい知識の普及

事業概要 児童生徒の発達段階に応じて、性教育を実施します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

発達段階に応じた年間計画に沿って授業を実施し、正しい知識を理解させる。

目標達成に
あたる課題

子供たちがＳＮＳ等で誤った知識・情報等を入手する可能性もあるので正しい知識を理解
させる。
各学校で指導内容に差が出ないように年間計画を見直す必要がる。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

年間計画に沿った性教育の授業実施 ％ 100
100 100 100 100 100

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _２．親子の健康の確保及び増進

具体的施策 心身のバランスのとれた成長を促すための保健教育を推進します。

事業名称 喫煙・薬物乱用防止等に向けた取り組み

事業概要 薬物乱用防止等について学習する薬物乱用教室を開催します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

計画的に薬物乱用防止教室を開催し、保健体育での学習で正しい知識を身に着ける。ま
た、学校保健委員会や学校だより等を活用し、保護者への啓発も図る。

目標達成に
あたる課題

若い世代の薬物に対する誤った知識・情報と保護者への啓発が課題である。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

中学校における薬物乱用防止教室実施率 ％ 100
100 100 100 100 100

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
子どもが山鹿の歴史や自然・人々に触れながら、心豊かに成長するために教育と福祉が連
携して様々な取組を行います。

事業名称 校内外での体験活動

事業概要 児童生徒が「生きる力」を育むため、体験活動等に取組みます。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

地域の団体と連携し、様々な取組（稲作体験、環境美化作業、伝統芸能継承、地域ふれあ
い祭り等）に参加する。

目標達成に
あたる課題

農家の減少や地域人材の高齢化により人材が不足している。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

実施校 校 15
13 13 13 13 13

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 環境課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
子どもが山鹿の歴史や自然・人々に触れながら、心豊かに成長するために教育と福祉が連
携して様々な取組を行います。

事業名称 岩野川水生生物実態調査

事業概要
小学生への環境教育の一環として「菊池川とその支流を美しくする関係団体連絡協議会」
とともに開催するもの。岩野川に生息する生物を採集してもらい、水質などの評価を行い
ます。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

例年と同様に、鍋田水遊び公園で実施する。また、熊本県の協力を得て、「みんなの川の
環境調査」事業として行う。令和元年度の参加者数が極端に少なかったが、過去14年間
で最も多かった平成18年度には60人の参加があった。当時と比較して児童数が２割以上
減少していることなどから、令和２年度は参加者数の目標を40人とする。

目標達成に
あたる課題

例年、小学生の夏休み期間中である８月上旬の平日に開催してきたが、保護者の送迎が難
しいといった問題があった。令和２年度は休日の開催も視野に入れ、「菊池川とその支流
を美しくする関係団体連絡協議会」と協議を行い、参加者の増加を目指す。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

参加者数 人 6
40 40 40 40 40

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 菊鹿市民センター

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
子どもが山鹿の歴史や自然・人々に触れながら、心豊かに成長するために教育と福祉が連
携して様々な取組を行います。

事業名称 きくかまつり事業

事業概要
親子が触れ合える場所を提供しコミュニケーションが図られることで子どもたちの健やか
なる成長に寄与します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

きくかまつりを開催することで子どもを主役としたステージや体験イベント等親子や地域
住民とのふれあいの場を提供し、郷土愛の醸成及び、健やかなる成長への寄与を図る。

目標達成に
あたる課題

目標を達成するためには魅力あるイベント内容の検討・組み立てを図り、予算や開催日
程、タイムスケジュール等を精査する必要がある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

来場者数 人 6,000
7,000 8,000 9,000 10,000 10,000

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育成するために主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善を行い、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開します。

事業名称 文部科学省・県・市等の研究指定事業、インクルーシブ教育の充実

事業概要
全ての子どもにとって学習や生活がしやすいような基礎的環境整備やユニバーサルデザイ
ンの視点に基づいた授業づくり、合理的配慮の確実な提供を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

合理的配慮コーディネーターによる巡回相談やケース会議への参加により、全ての子ども
にとって学習や生活がしやすい基礎的環境整備やユニバーサルデザインの視点に基づいた
授業づくり、合理的配慮の確実な提供への指導助言を行う。

目標達成に
あたる課題

各学校の特別支援教育コーディネーターの育成や特別支援学級の自立活動の授業の充実が
課題である。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

学習や生活がしやすい基礎的環境整備やユ
ニバーサルデザインの視点に基づいた授業
づくり、合理的配慮の提供達成率（15校）

％ 70
70 70 80 80 80

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育成するために主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善を行い、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開します。

事業名称 諸研修の充実

事業概要
山鹿市独自の様々な研修会への参加を通じて指導力の向上を図ります。
研修体系を構築し、研修意欲を高め、職員が積極的に研修に取り組む環境を整備します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

各種研修の実施回数及び内容を毎年見直していき、教職員が研修の意欲を高め積極的に研
修に取り組む環境作りに努める。
公開授業を各種研修の中で取り入れ、授業研究会を行うことで、指導力の向上を目指す。

目標達成に
あたる課題

充実した研修にするため、県や市が主催する研修と校内における研修を精選する必要があ
る。
実施回数も毎年検討していく。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培うために食育を推進します。

事業名称 健康教育事業

事業概要 子どもたちが、健康づくりと食への関心を育てるため、「食育」を推進します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

食と健康に関する関心が高まりつつあるので、食育を通して学習したことを実際の生活に
も取り入れることができるようにする。

目標達成に
あたる課題

学習したことを実生活にも応用できるためには、家庭の理解と協力も必要であるため、保
護者への啓発が課題である。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
次代の親となる小学生・中学生・高校生を対象として、赤ちゃんふれあい交流事業を推進
し、赤ちゃんや子育て中の親との交流を通して、結婚や出産、育児、命の尊さ等について
考える機会をつくっていきます。

事業名称 保育体験活動

事業概要
実際の保育を体験することで、幼児の発達と生活の特徴を理解し、子供が育つ環境として
の家族の役割について学ぶ機会をつくります。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

小学校では計画的に赤ちゃんふれあい交流事業を活用し、赤ちゃんと交流し、中学生の職
場体験や家庭科の授業で保育体験を実施する。

目標達成に
あたる課題

実際に子育てをしている親の声を聞く体験などを取り入れることが必要。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

中学生の職場体験や家庭科の授業での保育
体験の実施率（5校）

％ 100
100 100 100 100 100

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

実施高校数 校 5
5 5 5 5 5

取
組
内
容

目標及び
取組内容

赤ちゃんや子育てに対する理解を深めるとともに、命の大切さや親子の絆の大切さに気づ
き、自分自身を振り返る機会として、山鹿市内のすべての高校での実施を目指す。

目標達成に
あたる課題

山鹿市内の各高校との日程調整及び参加・協力していただく親子への周知。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
中高生が、乳幼児とのふれあい体験を通して、生命の大切さや子どもを産み育てることの
素晴らしさについて考える機会をつくります。

令和 2 年度

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
次代の親となる小学生・中学生・高校生を対象として、赤ちゃんふれあい交流事業を推進
し、赤ちゃんや子育て中の親との交流を通して、結婚や出産、育児、命の尊さ等について
考える機会をつくっていきます。

事業名称 赤ちゃんふれあい交流事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

派遣・受入交流人数 人 20
20 20 20 20 20

取
組
内
容

目標及び
取組内容

姉妹都市クーマへの派遣交流事業を行う。山鹿市内在住の中学生２０名を派遣し、クーマ
でのホームステイや交流活動を行う。

目標達成に
あたる課題

国際交流や異文化交流に関心のある生徒を広く募集し派遣する。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 姉妹都市クーマと派遣・受入交流を交互に行います。

令和 2 年度

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 国際交流等を通して、グローバルな感性・視点を持つ子どもを育てます。

事業名称 姉妹都市クーマ交流事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会教育課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会体育課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 子どもが積極的にスポーツや自然体験・菜園活動に親しむ環境を整備します。

事業名称 やまが総合型地域スポーツクラブ育成事業

事業概要
スポーツを通して健康で活気ある地域づくり・人づくりを目的、理念とし、いつでも・ど
こでも・だれもが生涯にわたり楽しめ、スポーツによる子供たちへの健全育成を目指しま
す。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

毎月開催の定例会を充実させることと、近隣の総合型スポーツクラブへの研修や、会員の
交流を含めたイベント等を開催し、５年後１0０人の会員増を目指す。

目標達成に
あたる課題

指導者不足や旧山鹿市以外の子どもたちが、送迎の問題等で会員登録が少ない。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

やまが総合スポーツクラブの会員増 人 260
280 300 320 340 360

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会体育課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつきります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 子どもが積極的にスポーツや自然体験・菜園活動に親しむ環境を整備します。

事業名称 スポーツ少年団事業

事業概要
各地域において、スポーツを通して青少年の心と体を育てる団体を育成し、その団体に対
して助成を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

熊本県は学校部活動が平成３０年度まで継続していたことで、日本全国の中でもスポーツ
少年団の活動（登録）数がかなり少ないので、令和元年度の学校部活動の社会体育完全移
行に伴いスポーツ少年団の登録数を増やし、子供たちの健全育成を図る。

目標達成に
あたる課題

スポーツ少年団を立ち上げるには、最低２名以上の指導者が必要で、登録年度に講習会を
受ける事が義務付けられている。
また、子どもが卒業すると保護者も関心が無くなるために、継続可能な指導者の確保に苦
慮している。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

スポーツ少年団登録数 団 28
30 31 32 33 34

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 子どもが積極的にスポーツや自然体験・菜園活動に親しむ環境を整備します。

事業名称 農業体験活動の推進

事業概要 市内小学校に、子供達の農業体験活動を推進します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

小学校で地域人材を活用し、米作りや花植え等を中心とした体験活動を行う。

目標達成に
あたる課題

地域人材との連携のため、地域学校協働活動推進員の役割が重要になってくる。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

小学校における農業活動実施率 ％ 100
100 100 100 100 100

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
地域に開かれた幼稚園・保育園・学校づくりを継続し、施設の開放や地域交流・世代間交
流を通して地域の中で子どもの成長を見守り支える取組を進めます。

事業名称 保育園・幼稚園体験研修

事業概要
学校単位の研修及び山鹿市の初任者研修として、幼稚園や保育園を訪問し、参観及び意見
交換等を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

山鹿市の初任者研修として、令和２年度は、山鹿幼稚園を訪問し、参観及び保育体験によ
り、幼保小中が連携し、子どもの成長を支援する手立てとする。
本研修は年に１回行う。

目標達成に
あたる課題

幼稚園の協力なしには、成り立たない研修である。年に１回を計画しているが、初任者の
研修がたくさん入っており、これ以上増やすことはできない。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

子どもが夢や希望をもって、健やかに
成長するための環境を作りを山鹿市の
初任者研修として実施

回 1
1 1 1 1 1

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
地域に開かれた幼稚園・保育園・学校づくりを継続し、施設の開放や地域交流・世代間交
流を通して地域の中で子どもの成長を見守り支える取組を進めます。

事業名称 学校と地域の連携

事業概要
地域学校協働本部や学校運営協議会等を利用し、地域からの学校運営への参加を促しま
す。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

コミュニティスクール導入を推進し、地域と学校を結びつける。

目標達成に
あたる課題

地域と学校をつなぐ人材の確保

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

実施校 校 15
13 13 13 13 13

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
地域に開かれた幼稚園・保育園・学校づくりを継続し、施設の開放や地域交流・世代間交
流を通して地域の中で子どもの成長を見守り支える取組を進めます。

事業名称 学校教育への地域人材参加

事業概要 読み聞かせやふるさと学習を通して、高齢者を含む地域人材の積極的な参加を促します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

地域人材を活用した取組（読み聞かせ、稲作体験、廃品回収、環境美化作業、伝統芸能継
承、地域ふれあい祭り等）の実施。

目標達成に
あたる課題

地域人材の高齢化に伴う人材不足

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

実施校 校 15
15 13 13 13 13

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
幼児教育に関する様々な課題について調査・研究を行い、幼稚園・保育所・認定こども園
小学校の取組の充実を図り、円滑な接続を促進していきます。また、連携を強化しながら
双方の教育の質の向上を図ります。

事業名称 幼・保・小連絡会議等の開催

事業概要 定期的な会議を開催し、課題の共通認識を図るとともに、合同研修会の開催します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

各中学校区の幼・保・小・中の定期的な連携会議を開催し、課題の共通認識を図るととも
に、合同研修会の開催を行います。

目標達成に
あたる課題

山鹿中学校区の幼稚園・保育園・小学校数が多いため、連携会議で決まった内容の共通理
解や取組の徹底が難しい。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

各中学校区の幼・保・小・中の定期的な連
携会議の開催及び合同研修会の開催の実施
率（５校）

％ 100
100 100 100 100 100

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

終結率
（終結者数/相談者数）

％ 49
60 60 60 60 60

取
組
内
容

目標及び
取組内容

子ども総合相談窓口に「子ども相談員」を４名、「保育相談員」を2名配置し、おおむ
ね、18歳までの子どもに関する教育・福祉・育児等の相談をワンストップで受け付け、
関係機関との連携や協力を密にすることにより、問題の早期解決を図る。

目標達成に
あたる課題

相談内容が多様化、複雑化しているため、関係機関との連携の強化等が必要である。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
子どもや保護者等を対象に、子どもに関する様々な相談に対応するため、子ども総合相談
窓口を設置し、関係機関と連携し支援を要する子どもや家庭への対応を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
「山鹿市子ども総合相談窓口」において、子どもに関する様々な相談対応を行います。ま
た、相談内容の多様化・複雑化に対応するため、関係機関との連携を強化し、問題解決に
努めます。

事業名称 相談体制の充実

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

毎月1・15日を基準に「あいさつ交通安全
運動」を市内全域で実施する

回 23
23 23 23 2323

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

青少年健全育成大会の実施 回 1
1 1 1 1 1

取
組
内
容

目標及び
取組内容

青少年の健全育成に関する取り組みの発表や、家庭教育に関連したテーマの講演会を含
む、青少年健全育成大会を実施する。
「あいさつ交通安全運動」を市内全域で実施する。

目標達成に
あたる課題

青少年の健全育成を啓発できるような内容の発表や講演を選定する。
「あいさつ交通安全運動」のチラシを全世帯及び関係機関へ配布し、地域全体へ協力を要
請する。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
青少年関係団体・機関と連携を図りながら、青少年健全育成の啓発活動を行います。
毎月1・15日を基準に、「あいさつ交通安全運動」を市内全域で実施します。

令和 2 年度

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
「青少年育成市民会議」が中心となり、関係機関と連携し、青少年の健全育成の環境づく
りに取組みます。

事業名称 青少年健全育成事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会教育課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 ひだまり・こもれび図書館を拠点に読書活動の推進を図ります。

事業名称 読書活動推進員の派遣

事業概要 読書活動推進員を小・中学校に派遣し、学校図書サービスの充実を図ります。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

読書活動推進員の人数を増やし、１校あたりの巡回回数を増やして図書サービスの充実を
図る。
読み聞かせや貸出ランキング、ビブリオバトル、リレー読書等、様々なイベントを計画、
実施し、子どもたちが読書に興味を持つようにする。

目標達成に
あたる課題

読書活動推進員同士での情報交換や研修等により、スキルアップに努め、図書サービスの
充実を図る必要がある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

1人あたりの貸出冊数 冊 75
78 80 83 85 88

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

毎月の健診時に合わせて事業を実施 回 24
24 24 24 24 24

取
組
内
容

目標及び
取組内容

乳幼児および幼児の健診時に合わせて、ブックスタートおよびブックスタートプラス事業
として、図書司書による主旨説明の後、絵本の読み聞かせ実演を行い、絵本を配布する。
本を介して幼児期から親子の触れ合いと同時に本に親しみ、豊かな心を育てる。

目標達成に
あたる課題

ブックスタート事業を紹介しているが、各家庭内で電子機器等の流通普及により、幼少期
から本離れが進むことがないか課題。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
市内全域の３・４か月児と１歳６ヵ月児を対象に、健診時を利用して図書司書が事業の説
明や読み聞かせを行う。絵本の配布も行います。

令和 2 年度

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 ひだまり・こもれび図書館を拠点に読書活動の推進を図ります。

事業名称 ブックスタート及びブックスタート・プラス事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会教育課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

２図書館によるお話会を週２回実施。 回 192
192 192 192 192 192

取
組
内
容

目標及び
取組内容

図書司書による２図書館コーナー内での読み聞かせを週２回実施し、親子の読書推進を図
る。

目標達成に
あたる課題

幼児や児童の保護者へのＰＲにより新規利用者の拡大。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 ２図書館で行うおはなし会を各館週２回実施します。

令和 2 年度

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 ひだまり・こもれび図書館を拠点に読書活動の推進を図ります。

事業名称 読み聞かせ活動

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会教育課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策 子育て中の保護者の経済的負担を軽減するため、新入学児童に支援を行います。

事業名称 新入学児童支援事業（ランドセル配布）

事業概要 新入学児童の保護者の負担軽減を図ります。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

新入学児童の保護者の負担軽減を図るため、ランドセルを配布します。

目標達成に
あたる課題

年度末に児童の転出入があるため人数把握が難しい。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

ランドセル配布 個 415
390 410 390 350 340

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
いじめや少年非行等の問題行動や不登校に対応するための学校、家庭、地域等とのネット
ワークの形成を図ります。

事業名称 不登校対策事業

事業概要
「子ども輝きプラン」として会計年度任用職員を配置するとともに、適応指導教室（オア
シスクラブ）を開設し、不登校傾向にある子どもへの支援を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

３か所の適応指導教室を設置し、子どもの居場所を確保するとともに、様々な課題を抱え
ている子どもたち１人１人の教育的ニーズに対し、適切な支援を丁寧にかつ継続的に行う
ことで、不登校やいじめ、障がいのある児童・生徒が安心して学校生活を送れる環境を整
備する。

目標達成に
あたる課題

いじめ・不登校等の未然防止・解消に向けて、教職員が子ども１人１人としっかり向き合
う時間の確保と、サポートティーチャーやスクールソーシャルワーカーの不足が課題であ
る。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

不登校児童生徒の出現率０．３％以下 ％ 0.3
0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

具体的施策
いじめや少年非行等の問題行動や不登校に対応するための学校、家庭、地域等とのネット
ワークの形成を図ります。

事業名称 スクールソーシャルワーカーの設置

事業概要 学校や子ども、保護者のための相談体制の整備と関係機関へのつなぎを行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

いじめや不登校等の諸問題について、スクールソーシャルワーカーと連携して、取り組み
を行うことができる。

目標達成に
あたる課題

スクールソーシャルワーカーの積極的な活用と、その存在の保護者への周知。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

いじめの件数の減少 件 147
140 130 120 110 100

不登校児童生徒数減少 名 8
8 8 8 88

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R4

(2022)
R5

(2023)
R6

(2024)

講座の実施率 ％ 86
100 100 100 100

R3
(2021)

100

R１
基準値

R2
(2020)

令和 2 年度

取
組
内
容

目標及び
取組内容

全ての幼稚園及び保育園、小中学校での実施を目指す。

目標達成に
あたる課題

「親の学び」プログラムの推進園・協力校を選出し、事業推進の協力を要請する。

具体的施策
「親の学び」プログラムにより、講師（プログラムトレーナー）を派遣します。参加体験
型の学習スタイルで、子育てのポイントを身近な話題から楽しく学んでもらう講座など家
庭教育の支援を行います。

事業名称 「親の学び」プログラムトレーナー派遣事業

事業概要
幼・保・小・中を対象に「親の学び」講座へ講師を派遣し、家庭教育に関する研修を行い
ます。

主要施策 _３．子どもの夢を育む遊びや学びの環境の整備

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会教育課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 農業委員会事務局

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _４．子育てと仕事の両立の推進

具体的施策 仕事と生活の調和の推進を図ります。

事業名称 家族経営協定による就業条件整備

事業概要
農業経営に携わる家族全員が、意欲とやりがいを持って経営に参加できるように、就業条
件などを話し合い文書化します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

年間の家族経営協定締結数　2件

目標達成に
あたる課題

農業者年金加入推進のための訪問時に積極的に推進する。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

家族経営協定の締結 件 0
2 2 2 2 2

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

ビジネスキャリアアップ講座参加者数 人 20
20 20 20 2020

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

働きたいママのための自分力アップ講座参加者数 人 8
20 20 20 20 20

取
組
内
容

目標及び
取組内容

・令和２年度実施の各講座で参加者数２０人を目指す。
・企業誘致推進室と連携し、中小企業に対して周知することで参加を促進させる。
※山鹿市男女共同参画計画（令和３年度まで毎年２０人目標）及び山鹿市総合計画（令和
７年度には各講座とも３０人目標）との整合性を確認すること。

目標達成に
あたる課題

　例年目標値達成が難しく苦慮している。対象者選定が正しいのか、ニーズがあるのか、
計画の目的と事業成果が結びついているのか等、常に内容改革が求められている事業であ
り、事業内容が大きく変わる可能性もある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要

就職への不安解消や仲間づくり等を目的とした女性就労支援講座、山鹿市内で働く男女を
対象にした能力向上、不安解消、意識改革を目的とした人材育成講座を実施（講座内では
育児休業制度等の各種制度の周知も含める）することで、誰もが充実した生き方を選択で
きる男女共同参画社会実現のための意識・社会基盤整備を進めます。

令和 2 年度

主要施策 _４．子育てと仕事の両立の推進

具体的施策
子育てをする誰もが「ワーク・ライフ・バランス」を達成し、充実した生き方を選択でき
るよう、啓発活動による育児休業制度等の各種制度の周知、就労支援による女性の社会進
出促進等を実施し、男女共同参画社会実現のための意識・社会基盤の整備を進めます。

事業名称 働きたいママのための自分力アップ講座・ビジネスキャリアアップ講座等の実施・参加促進

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 人権啓発課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 人権啓発課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _４．子育てと仕事の両立の推進

具体的施策
事業所向けフォーラムや事業所訪問を通し、働き方改革を促す目的の「よかボス企業」へ
の登録案内や事業主及び従事者の意識を変えることで仕事をしながら家族との時間も大切
にできる職場環境づくりを推進します。

事業名称 地域啓発・企業訪問

事業概要

事業所向けに「働き方改革」をテーマとしたフォーラム、または事業所訪問を実施。性別
に関わらず誰もが輝ける職場の実現ため、平成３０年度に宣言した市民や市職員（社員）
等の仕事と生活の充実を応援する「よかボス宣言」の取り組みや「誰もが輝ける職場に必
要な人材・考え方」等を踏まえて、その基盤にある男女共同参画の理解と意識付けを図り
ます。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

　令和２年度実施の各講座で参加者数２０人を目指す。
※山鹿市男女共同参画計画（令和３年度まで毎年２０人目標）及び山鹿市総合計画（令和
７年度には各講座とも３０人目標）との整合性を確認すること。

目標達成に
あたる課題

　フォーラムは市民に対する男女共同参画の意識啓発事業であり、テーマによっては対象
者＝事業所ではない場合もある。その場合は成果指標を設定しない。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

フォーラムにおける事業所参加率 ％ 2
5 - - - -

山鹿市内「よかボス宣言」事業者数 社 8
9 10 12 1311

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

具体的施策
子どもの将来が生まれ育った環境によって左右されることがないよう、また、貧困が世代
を超えて連鎖しないよう環境整備と教育の機会均等を図り、子どもの貧困対策を総合的に
推進します。

事業名称 子どもの貧困対策

事業概要 環境整備のために経済的安定への支援及び教育支援を行います。

令和 2 年度

取
組
内
容

目標及び
取組内容

目標達成に
あたる課題

R5
(2023)

R6
(2024)

R3
(2021)

R4
(2022)

今後の課題

評
価

評価の理由

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

地域の学習教室からの要望に応じた人的支援を行う。

R1年度に実施した子どもの生活実態調査（H29熊本県実施）の山鹿市データの分析結果
から地域の傾向の把握と的確な支援の創設が必要となる。

子どもの貧困対策事業 箇所 1
1 1 1 1 1

取
組
実
績

実績及び
成果



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつきります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
虐待や支援を必要とする子ども、ＤＶ被害の母親等への対応として、虐待・防止ネット
ワーク等の体制の充実を図ります。また、人権教育や講座等を通して、子どもの人権に対
する意識を高める取組を推進します。

事業名称 虐待・防止ネットワークの構築強化

事業概要 関係各課、機関との連携を強化し、虐待・防止ネットワーク会議を開催します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

相談件数
※参考資料（実績）

件 334

取
組
内
容

目標及び
取組内容

・女性相談員による相談業務（毎週月、火、金曜日）を実施。
・広報誌等による相談窓口の情報提供２回実施。
・虐待・暴力防止ネットワーク会議を４回実施し、情報連携する。

目標達成に
あたる課題

　相談件数は増加傾向で、前年度は電話での件数が２００件超となっている。引き続き相
談体制の充実、相談員の質の向上（県等実施の研修参加）、関係機関との連携強化等を継
続する必要がある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

広報誌等による相談窓口の情報提供 回 2
2 2 2 2 2

虐待・暴力防止ネットワーク会議での情報
連携

回 4
4 4 4 44

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつきります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
虐待や支援を必要とする子ども、ＤＶ被害の母親等への対応として、虐待・防止ネット
ワーク等の体制の充実を図ります。また、人権教育や講座等を通して、子どもの人権に対
する意識を高める取組を推進します。

事業名称 虐待・防止ネットワーク等の構築強化

事業概要 関係各課、機関との連携を強化し、要保護児童対策地域協議会を開催します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

年3回開催し、関係機関からの情提供と支援への関係機関との連携調整を行う。

目標達成に
あたる課題

　ケースの多様化、複雑化が進む中、関係機関の選定および追加への理解

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

要保護児童対策地域協議会 回 2
3 3 3 3 3

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
虐待や支援を必要とする子ども、ＤＶ被害の母親等への対応として、虐待・防止ネット
ワーク等の体制の充実を図ります。また、人権教育や講座等を通して、子どもの人権に対
する意識を高める取組を推進します。

事業名称 「児童の権利に関する条約」の普及

事業概要
校内研修において人権教育を実施し、職員の意識を高めると共に、保護者に対する啓発資
料等の充実を図ります。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

人権学習や児童虐待防止の取り組みについて研修を行ったり、保護者向けの啓発を行う。

目標達成に
あたる課題

虐待防止の取り組みについては福祉援護課子ども課とも連携する必要がある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
ひとり親家庭の自立と子どもの健全育成のための多様な生活支援、子育てサービスの情報
提供、相談体制の充実、制度の周知を図ります。

事業名称 ひとり親家庭等医療費助成事業

事業概要 ひとり親家庭等における父又は母の経済的安定のため医療費の一部に助成します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

ひとり親家庭等における父又は母及び児童の健康保持に助力し、もって就業による経済的
自立と家庭生活の安定を図るため、医療費の一部を助成する。

目標達成に
あたる課題

　

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
ひとり親家庭の自立と子どもの健全育成のための多様な生活支援、子育てサービスの情報
提供、相談体制の充実、制度の周知を図ります。

事業名称 母子家庭等高等職業訓練促進給付金

事業概要
ひとり親家庭等の自立を促すため、就労へつながりやすい資格取得の間の助成を行い、生
活の安定に寄与する。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

ひとり親家庭等の保護者の資格取得期間の生活支援を行う。

目標達成に
あたる課題

資格取得、就労までの生活環境の変化

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

母子家庭等高等職業訓練促進給付金 人 6
1 5 5 5 5

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
ひとり親家庭の自立と子どもの健全育成のための多様な生活支援、子育てサービスの情報
提供、相談体制の充実、制度の周知を図ります。

事業名称 母子家庭等自立支援教育訓練給付金

事業概要 ひとり親家庭等の自立を促すための資格講座受講料へ助成します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

ひとり親家庭等の保護者の経済的負担軽減を図る。

目標達成に
あたる課題

類似の助成があり、併給可能であるが、割合等一番有利な条件を適切に説明する。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

母子家庭等自立支援教育訓練給付金 人 1
5 5 5 5 5

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
ひとり親家庭の自立と子どもの健全育成のための多様な生活支援、子育てサービスの情報
提供、相談体制の充実、制度の周知を図ります。

事業名称 ひとり親家庭等日常生活支援事業

事業概要
ひとり親家庭等の子育てにおいて、日常生活に支障がある場合に家事等への支援を行いま
す。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

継続的、効率的な事業利用の促進を図る。

目標達成に
あたる課題

利用者に的確な支援であることの見極めが必要

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

ひとり親家庭等日常生活支援事業 世帯 1
4 4 4 4 4

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 児童発達支援

事業概要
障がいのある子どもを対象に、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、
集団生活への適応訓練、その他の必要な支援を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

利用者数 人/月
100

取
組
内
容

目標及び
取組内容

今後も利用者数の増加が予想されるため、関係機関との連携を図りながら、利用者の意向
を的確に把握し支援を行う。

目標達成に
あたる課題

利用希望者が増加しており、対象児の支援に限りがある状況。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

利用量 回/月
300 本年度末までに策定

本年度末までに策定

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 医療型児童発達支援

事業概要
医療・機能訓練・保育・日常生活指導の総合的療育を行い、障がいのある子どもの全面的
な発達を支援します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

利用者数 人/月
1

取
組
内
容

目標及び
取組内容

サービス利用者のニーズの把握に努めるほか、県と協力してサービス提供事業者の掘り起
こしを図ります。

目標達成に
あたる課題

県内におけるサービス提供事業者が県南圏域に1箇所で、遠方であることもあり、本市で
はサービス利用者はいない状況です。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

利用量 回/月
1 本年度末までに策定

本年度末までに策定

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

福祉援護課

本年度末までに策定

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 放課後デイサービス

事業概要
授業終了後や学校の休校日に施設に通い、生活能力向上のために必要な訓練や地域社会と
の交流の促進、その他必要な支援を行います。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

今後も利用者の増加が予想されるため、関係機関との連携を図りながら、利用者の意向を
的確に把握していきます。

目標達成に
あたる課題

本市のサービス提供事業所は、増加していますが、利用を必要としている障がいのある子
どもの受入れ体制に限りがある状況です。本市児童生徒数は減少傾向にあるものの、特別
支援学級の児童生徒数は増加傾向にあり、今後の受入れ体制の整備が課題となっていま
す。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R2
(2020)

利用者数 人/月
200

利用量 回/月
1560 本年度末までに策定

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

本年度末までに策定

R2
(2020)

利用者数 人/月
2

利用量 回/月
2

年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

サービス利用があることから、事業者の育成に努めます。また制度の周知徹底に努めま
す。

目標達成に
あたる課題

サービス利用希望はあるものの、本市にサービス提供事業所がないため、他市の事業所の
利用を行っている。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

福祉援護課

本年度末までに策定

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 保育所等訪問支援

事業概要 保育所や集団生活を営む施設において、集団生活への適応のための支援を行います。

令和 2



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

本年度末までに策定

R2
(2020)

利用者数 人/月
1

利用量 回/月
1

年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

県と連携し、サービス提供事業者の確保を検討を行う。

目標達成に
あたる課題

サービスの周知とサービス提供事業者の確保に努める。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

福祉援護課

本年度末までに策定

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 居宅訪問型児童発達支援

事業概要
重度心身障害児などの重度の障がいのある子どもであって、児童発達支援等の障害児通所
支援を受けるために外出することが著しく困難な障がいのある子どもを対象に、居宅を訪
問し、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与等の支援を行います。

令和 2



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

本年度末までに策定

R2
(2020)

利用者数 人/月
80

年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

相談支援部会の活動を強化し、本市の相談支援専門員の支援内容の向上を図っていくとと
もに、新規事業所の掘り起こしを図る。

目標達成に
あたる課題

各事業所で相談支援内容の充実に向けた取組が必要となっているほか、障害福祉サービス
利用が促進されていることから、相談支援専門員の対応件数が急速に増加している。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

福祉援護課

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 障がい児相談支援

事業概要
障害児通所給付サービス利用の調整を必要とする障がいのある子どもを対象に、障害児支
援利用計画を作成します。

令和 2



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

本年度末までに策定

R2
(2020)

配置人数 人/年
1

年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

利用者のニーズの把握に努めるほか、県及び関係機関と協力して、対象となり得る人の掘
り起こしに務めるとともに、制度の周知・徹底に努める。

目標達成に
あたる課題

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

福祉援護課

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの養成

事業概要
医療的ケア児に携わる保健、医療、福祉、教育等の各分野の支援を調整するコーディネー
ターの養成を支援します。

令和 2



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

本年度末までに策定

R2
(2020)

整備数 箇所
1

1

年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

本市では、既に1箇所設置しており、現状を維持する。

目標達成に
あたる課題

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

福祉援護課

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 児童発達支援センター

事業概要
児童発達支援センターを中核とした重層的な地域支援体制の構築を目指します。
国の指針では平成32年度末までに各市町村に少なくとも1箇所以上設置することを基本
としています。

令和 2



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

保育所等訪問支援の事業所を山鹿市内に開設していただくよう関係事業所へ働きかける。

目標達成に
あたる課題

開設を希望する事業所がない。（事業所が山鹿市内に無いだけで、利用のニーズは他市町
村の事業所の利用で充足している。）

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
障がいのサービスである保育所等訪問支援の事業所を育成します。（現在サービスの利用
者はいるが、山鹿市以外の市町村の事業所を利用している。）

令和 2 年度

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 保育所等訪問支援を利用できる体制の構築

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 福祉援護課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

本年度末までに策定
利用延べ件数 件/年 362

155

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

取
組
内
容

目標及び
取組内容

現在の事業からサービスが低下しないよう、制度の周知に努める。

目標達成に
あたる課題

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R2
(2020)

福祉援護課

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

事業概要
発達障がい等に関する知識を有する専門員が、保育所や放課後児童クラブ等の子どもやそ
の親が集まる施設・場所への巡回等を実施し、施設等の支援を担当する職員や障がいのあ
る子どもの親に対し、障がいの早期発見・早期対応のための助言等の支援を行います。

令和 2

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
障がいの状況に応じた対応や支援が必要と思われる児童の早期対応等を図るため、専門機
関と連携し、より一層の統合保育を実施します。

事業名称 巡回支援専門員整備事業

年度



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

資質向上のためのサポートティーチャーの
研修の受講率（17名×４回）

％ 100
100 100 100 100 100

取
組
内
容

目標及び
取組内容

支援を必要とする児童のためにサポートティーチャーを１７名配置し、年に４回研修を実
施を行い、資質を向上を図る。

目標達成に
あたる課題

サポートティーチャーの不足が課題である。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等の障がいをもち通常学級に在籍する子どもの支援を行う
ための補助職員を配置します。（子ども輝きプラン）

令和 2 年度

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
発達障がいを含む特別な教育的支援を必要としている子どもの健全な成長を支援するた
め、合理的な配慮に基づいた学習環境づくりに取組むとともに、多様なニーズに対応する
ための相談体制の充実を図ります。

事業名称 通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする子どもへの教育補助事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

特別支援教育コーディネーターや特別支援
学級担当者の研修の実施率（15校）

％ 100
100 100 100 100 100

取
組
内
容

目標及び
取組内容

特別支援教育コーディネーターや特別支援学級担当者の研修を実施する。また、合理的配
慮コーディネーター３名が各学校を巡回し、特別な教育的支援が必要な子どもの教育支援
計画・指導計画に基づいた具体的な指導や支援の在り方を指導助言する。ケース会議等に
も参加し特別支援体制づくりの指導助言を行う。

目標達成に
あたる課題

各学校の特別支援教育コーディネーターには、経験やスキルの差があるため、研修を通じ
てすべての特別支援教育コーディネーターの資質を向上させることが課題である。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
山鹿市教育委員会の事業において、特別な教育的支援が必要な子どもの教育支援計画・指
導計画の実技研修を実施します。
特別支援体制づくりの指導を行います。

令和 2 年度

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策
山鹿市全体の就学のための教育支援を充実させるため、幼稚園・保育園等、小中学校や特
別支援学校・療育センター等と連携し、特別支援教育コーディネーターの研修により、指
導力の向上を図ります。

事業名称 諸研修への参加（特別支援教育に関する研修）

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

対象人数 人 744
773 803 835 868 902

取
組
内
容

目標及び
取組内容

経済的な理由により、就学が困難な児童生徒の保護者に対し、学用品・校外活動・学校給
食費の援助を行っている。

目標達成に
あたる課題

児童生徒数は減っているものの、対象家庭（人数）が今後増えていく状況にあるため、制
度の見直しが必要となる可能性もある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
経済的な理由により、就学が困難な児童生徒の保護者に対して、就学に必要な費用の援助
を行います。

令和 2 年度

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策 経済的な理由により、就学が困難な児童生徒の保護者に援助や貸付を行います。

事業名称 就学援助費扶助

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

入学支度金貸与決定者数 人 3
3 3 3 33

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

奨学金貸与決定者数 人 13
13 13 13 13 13

取
組
内
容

目標及び
取組内容

希望の学校に修学できるよう広報誌やホームページなどで制度の周知を図る。

目標達成に
あたる課題

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 経済的な理由により、修学が困難な者に対し、学費等を貸与します。

令和 2 年度

主要施策 _５．支援を必要とする子どもや子育て家庭への支援の充実

具体的施策 経済的な理由により、就学が困難な児童生徒の保護者に援助や貸付を行います。

事業名称 奨学資金貸与事業

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

子育て応援の店登録件数 件 41
42 42 43 44 45

取
組
内
容

目標及び
取組内容

「子育て応援の店」への登録の推進を図る。

目標達成に
あたる課題

「子育て応援の店」についての周知方法、活動内容の検討。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
授乳やおむつ交換の場の提供や子ども達への声かけ、見守り等を行う施設として「子育て
応援の店」に登録してもらい、子育て中の親子や子どもが気軽に利用しやすい環境づくり
に努めます。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策
地域の中で安心して子育てができるよう、子育てを応援するボランティアの養成や、「子
育て応援の店」の登録を推進し、地域ぐるみで子育てを見守り支える活動を推進します。

事業名称 子育て応援の店

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

講座開催数 回 5
5 5 5 5 5

取
組
内
容

目標及び
取組内容

社会福祉協議会との連携による、育児サポーター養成講座や高校生のための保育ボラン
ティア講座等を実施し、地域の子育てボランティアの養成に努める。

目標達成に
あたる課題

社会福祉協議会と連携し、受講しやすい環境の整備や人材の発掘の工夫等の検討。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 育児サポーター養成講座等により、地域のボランティアを養成します。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策
地域の中で安心して子育てができるよう、子育てを応援するボランティアの養成や、「子
育て応援の店」の登録を推進し、地域ぐるみで子育てを見守り支える活動を推進します。

事業名称 子育てボランティアの養成

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 子ども課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

登下校防犯プランに基づき、関係機関との連携による通学路の合同点検及び安全対策を講
じ、見守りを強化する。

目標達成に
あたる課題

見守りに必要なボランティアの人材確保と連携。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 職員やＰＴＡによる校内外の巡回を実施します。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策
下校時間帯や夜間の防犯パトロール、講演会や街頭啓発及びキャンペーンに努め、青少年
が健全に育ち非行がない明るい社会を築くとともに、防犯意識の向上を図ります。

事業名称 信頼される学校づくりに向けた安全管理に関する取組

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 社会教育課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策
下校時間帯や夜間の防犯パトロール、講演会や街頭啓発及びキャンペーンに努め、青少年
が健全に育ち非行がない明るい社会を築くとともに、防犯意識の向上を図ります。

事業名称 夜間巡回活動（地域の見守り活動）

事業概要
商業施設及び少年のたまり場への巡回による非行防止や、下校時間の巡回による見守り等
の活動を実施する。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

地域ごとに、毎月1回程度の巡回活動を実施する。

目標達成に
あたる課題

地域ごとの青少年育成推進員での会議を実施し、地域の実情を踏まえて活動内容を決定す
る。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

巡回活動の実施 回 10
10 10 10 10 10

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

学校等での交通安全教室の実施 回 14
19 23 27 31 34

取
組
内
容

目標及び
取組内容

子どもたちの交通安全に対する意識を育むため、交通安全教室の開催推進をし、交通安全
教育の推進に努める。

目標達成に
あたる課題

園や学校が主催となるため、対応が難しい場合がある。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
幼児期からの交通安全意識の定着が重要であるため、交通安全教室の開催推進を行いま
す。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策 幼児期からの交通安全意識の高揚を図るため、交通安全教室等の開催をします。

事業名称 交通安全教室の実施

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 防災監理課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 建設課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策 子どもや保護者にやさしい道路整備や安心・安全で楽しく遊べる公園の整備を進めます。

事業名称 安全な歩道整備

事業概要

交通量が多い区間及び、老朽化が進んだ既存歩道の早急な改善が求められている。特に、
統廃合により学校の位置が変更となり通学路に変更が生じた場合など、新たに歩道整備の
必要が生じた個所については、早急な整備が求められる。そこで道路改良工事と併せ、歩
道整備及び既存歩道の補修を計画的に実施します。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

交通量が多い区間及び、老朽化が進んだ既存歩道の早急な改善が求められている箇所及
び、統廃合により学校の位置が変更となり通学路に変更が生じた区間など、新たに歩道整
備の必要が生じた個所について、重点的に整備に取り組む。

目標達成に
あたる課題

狭小な路線が多く存在し、用地買収等による新たな歩道用地の確保及び歩道の十分な有効
幅員の確保が困難である。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

歩道の整備（改修含む）延長 ｍ 791.1
L=300.0m L=100.0m 0 0 0

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 都市計画課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策 子どもや保護者にやさしい道路整備や安心・安全で楽しく遊べる公園の整備を進めます。

事業名称 安心安全な公園施設の整備

事業概要
本市が管理する都市公園において、「都市公園施設長寿命化計画」及び「第３次社会資本
整備計画」に基づき、施設の更新工事等を計画的に実施することにより、公園利用の安全
性及び快適性を向上させるとともにランニングコストの縮減や平準化を図ります。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

公園の利用状況及び周辺住民の構成等を把握し、その地域に適した公園を整備することに
より、市民の憩い・癒しの場を提供する。また、老朽化した遊具を更新することにより、
子どもたちが安全に楽しく遊べる公園の整備を推進する。

目標達成に
あたる課題

①地元の要望調査及び協議、②細密な設計、③工事内容の比較検討を反復することで、よ
り効果的な公園施設更新工事を行う。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

都市公園施設更新箇所数 箇所 2
1 1 3 2 2

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

八幡小学校急傾斜地対策工事 校 1
1 0 0 00

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

学校トイレ改修工事 校 10
10 0 0 0 0

取
組
内
容

目標及び
取組内容

・一日の大半を学校で生活している児童生徒に、健康的な生活が送れるよう衛生面に配慮
した環境を整備する必要があるため、市内全小中学校のトイレの洋式化を図る。
・八幡小学校敷地内にある急傾斜地について、災害防除のための対策工事を図る。

目標達成に
あたる課題

ほぼ通年の工事となるため、安全対策に留意しながら早期の完成を目指す。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 安全で安心な学校施設の整備を図ります。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策 子ども達が安全で安心して学べる学校施設の整備を進めます。

事業名称 安全面に配慮した学校施設の整備

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 学校施設課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 地域生活課

基本目標 ３．喜びや生きがいを感じながら子育てのできる体制づくりを目指します

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策 子育て家庭が安心して生活できる住宅の維持・管理への取組を進めます。

事業名称 三世代同居住宅支援事業

事業概要
市外から家族が転入されることにより三世代同居となる世帯の住宅整備の一部補助を行い
ます。

令和 2 年度

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

取
組
内
容

目標及び
取組内容

広報等だけでなく、地域と連携した周知方法を検討しながら、限度額50万円で10件の補
助を行う。

目標達成に
あたる課題

平成28年度からの3年間は、利用件数が1.、2件だったが、令和元年度は、9件と増加し
ている。増加の要因が制度周知の他にあるか否かを分析し、利用の促進につなげる必要が
ある。

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

利用件数 件 9
5 5 5 5 5

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

年間を通じて、すべての小中学校を対象に
した学校へ行こう会の実施回数

回 10
5 10 10 10 10

取
組
内
容

目標及び
取組内容

「学校へいこう会」の認知度を上げるためにも、山鹿メイトをはじめ多くの情報提供手段
を用いて周知を行う。

目標達成に
あたる課題

コロナウイルス感染症拡大防止のために１学期の学校へ行こう会が実施できない。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要
毎月１５日の「学校へ行こう会」で地域の人たちや保護者を招く開かれた学校をつくりま
す。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策
青少年の健全な育成を図るため、学校、地域、家庭が一体となったあいさつ運動や「学校
へ行こう会」の取組を行います。

事業名称 学校施設の開放

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 １．子どもが夢や希望をもって、健やかに成長するための環境をつくります



事業取組内容

評価基準
Ａ：目標を達成することができた。（目標値に対し100％以上達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｂ：目標を概ね達成することができた（　〃　　　70％以上100％未満達成することができた、又は同等の効果を得ることができた場合）
Ｃ：目標達成に努力を要する（　　〃　　40％以上70％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）
Ｄ：目標達成にとおく及ばなかった（未実施を含む）（　　〃　　40％未満の達成率にとどまった、又は同等の効果であった場合）

子ども・子育て会議意見

取
組
実
績

実績及び
成果

今後の課題

評
価

評価の理由

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

年間を通じて、すべての小中学校を対象に
した市長あいさつ運動の実施（15校）

％ 100
100 100 100 100 100

取
組
内
容

目標及び
取組内容

年間を通じて、すべての小中学校を対象に市長あいさつ運動を行い、「いつでも　どこで
も　誰にでも　心伝わるあいさつ」の励行をする。

目標達成に
あたる課題

学校でのあいさつ運動や登校班でのあいさつは、よくできているが、地域でのあいさつが
進んでできない児童・生徒がいる。

成
果
指
標

指標名（上段：目標　下段：実績） 単位
R１
基準値

R2
(2020)

事業概要 朝のあいさつ運動を実施します。

令和 2 年度

主要施策 _６．子どもの安全確保を子育てにやさしい生活環境の整備

具体的施策
青少年の健全な育成を図るため、学校、地域、家庭が一体となったあいさつ運動や「学校
へ行こう会」の取組を行います。

事業名称 あいさつ運動

山鹿市子ども・子育て支援事業計画（第２期）　事業取組表
所管課 教育総務課

基本目標 ２．地域一人ひとりが子育てを温かく見守り支える体制を整えます


